
 
 

 

 ２０２５年度（令和７年度）事業報告 
 

 

【2025 年度（令和 7 年度）における公益目的事業の実施状況】 
 
１．健全なる漫画の普及に関する事業（公益目的事業１） 
       

〔１〕近現代漫画家記念館共同巡回展「これが漫画！展 日本の漫画を創った時代～

楽天・隆一・良輔～」 

会期①：湯前まんが美術館 

（会期）2025 年 5 月 24 日（土）～7月 6日（日） 

（主催）湯前まんが美術館 

（共催）横山隆一記念まんが館、合志マンガミュージアム、勝央美術文学館          

（協力）日本漫画家協会、京都国際マンガミュージアム、さいたま市立漫画会館 

会期②：合志マンガミュージアム 

（会期）2025 年 8 月 1 日（金）～28 日（木） 

（主催）合志マンガミュージアム 

（共催）湯前まんが美術館、横山隆一記念まんが館、勝央美術文学館          

（協力）日本漫画家協会、京都国際マンガミュージアム、さいたま市立漫画会館 

会期③：横山隆一記念まんが館 

（会期）2025 年 9 月 20 日（土）～11 月 3 日（月） 

（主催）横山隆一記念まんが館 

（共催）湯前まんが美術館、合志マンガミュージアム、勝央美術文学館          

（協力）日本漫画家協会、京都国際マンガミュージアム、さいたま市立漫画会館 

会期④：勝央美術文学館  

（会期）2025 年 11 月 14 日（金）～30 日（月） 

（主催）勝央美術文学館  

（共催）湯前まんが美術館、横山隆一記念まんが館、合志マンガミュージアム、 

（協力）日本漫画家協会、京都国際マンガミュージアム、さいたま市立漫画会館 

会期⑤：さいたま市立漫画会館 

（会期）2026 年 2 月 21 日 (土)～5 月 31 日(日) 

（主催）さいたま 市立漫画会館 

（協力）近現代漫画家記念館共同巡回展実行委員会、日本漫画家協会、夜鳥文庫、 

    Magnolia Unitas、早稲田大学博物館支援サークルミュゼさぽ 

 



 
 

 

〔２〕ブロック事業 

・日本漫画家協会 関西ブロック漫画展 

（会期）2025 年 7 月 9 日(水)～14 日(月) 

（時間）11:00～19:00 (最終日は 17:00 まで) 

（実施場所）アートギャラリー北野 

   〒 604-8005 京都市中京区三条通河原町東入ル恵比須町 439-4 コーカビル 1F 

概  要：展示作品数 50、参加者 16 名（過去最多）。記帳人数も 120 名を超え

たばかりではなく、若い方々が増えたと感じている。 

 

〔３〕絵筆塚祭（荏柄天神社） 

（行事既要）境内にある、漫画家所縁の二つの筆塚の前に祭壇を設け、筆供養を行 

う。神賑として、漫画家諸氏よりご奉納の「まんが行灯」を掲揚。 

（後援内容）所謂鎌倉の「漫画集団」諸氏が発起人となって始まった祭事であり、 

      当協会との縁が深いため、当協会の名義を境内掲示や広報等で使用。 

（主催者名）絵筆塚祭実行委員会会長 三階堂正宏 

荏柄天神社 宮司 吉田茂穂 

（実施期間）祭典…・2025年10月5日(日)13:00～ 

・まんが行灯掲揚・・・2025年10/4(土)、5(日) 

・行灯の殿内展示・・・2025年10/11(土)～ 13日(日) 

（実施場所）荏柄天神社境内及び旧参道 鎌倉市三階堂74 

（後援名義に使用内容） 

・祭事案内、ポスター等印刷物 

・境内看板等の展示物 

・新聞等メディアヘのプレスリリース 

 

〔４〕国際 MANGA 会議 ReiwaToshima（IMART2025）  

主 催：一般社団法人ＭＡＮＧＡ総合研究所  

協 賛：小学館、集英社、講談社、KADOKAWA 他  

特別協力：日本漫画家協会、豊島区、日本アニメーター演出協会、サンディアス 他 

会 期：セッション（会場：アニメイトシアター）：2025 年 11 月 12 日（水） 

 ・「なぜ我々は"海外で"映像化するのか？ ― 台湾・韓国・米国での事例から日本発 

IP が世界で輝くヒントを探る」 

 ・「マンガと AI の関係はシンギュラリティに向かっているのか？」 

 ・「現場から見た Webtoon の未来（台本無しのガチトーク）」 

 ・基調講演 「マンガ IP のこれまでとこれから」  



 
 

 

※事前収録の 17 セッションについては後日アーカイブ配信予定。  

目 的：マンガ・アニメ業界を横断するカンファレンスとして、両業界の イノベー

ターや実務家による基調講演・トークセッション・交流会を行い、それぞれ

が持つ知見の共有を目指す。 

 

〔５〕卒寿を記念して 山根青鬼 名たんていカゲマン 50 周年記念展  

主 催：公益財団法人江東区文化コミュニティ財団 森下文化センター  

協 力：日本漫画家協会、山根青鬼一門会  

開催場所：森下文化センター  

開催期間：2025 年 11 月 15 日（土）～12 月 14 日（日）  

内 容：田河水泡氏より「のらくろ」執筆権を継承した「のらくろトリオ」のひ 

とり、山根青鬼氏の代表作「名たんていカゲマン」が誕生 50 周年を迎 

えるにあたり記念展を開催。原画、単行本、掲載誌、雑誌付録や描き下 

ろしの「カゲマン」など貴重な作品の数々を展示。また、11 月 29 日

（土） 14 時からマンガ家のビッグ錠氏、のむらしんぼ氏、藤井龍二氏

らを招 いてのトークショーも実施。 

 

〔６〕令和八年『午』年 年賀状展～すべてウマくいく！！～  

主  催：公益財団法人通信文化協会        

協  力：日本漫画家協会、日本絵手紙協会  

会  場：郵政博物館 企画展示場  

会  期：2025 年 12 月 20 日（土）〜2026 年 1 月 18 日（日）  

※休館：12 月 27 日（土）～1月 1日（木・祝）・5日（月）・13 日（火）  

開催概要：令和 8 年は十二支の「午（うま）」にあたり、勢いよく駆ける馬の姿は飛

躍や前進の象徴とされている。また、知性と繊細さを併せ持つ馬は、古く

から人々の暮らしに寄り添い、切手などにも多彩な姿で登場してきた。本

展では、午年の年賀状を通じて、人々の願いや想い、日本の年始文化の豊

かさを紹介し、手書きの温もりや干支に込められたメッセージから、年賀

状が持つコミュニケーションの力とその意義を再発見する場とする。 

内 容：①まんが年賀状 

     日本漫画家協会会員 31 名の描き下ろし午年年賀状を展示。 

    ②年賀状と郵便の世界 

     年賀にまつわるトリビア、郵政博物館が収蔵する郷土玩具やウマにまつわ

る資料。日本と世界のウマ切手などを紹介・展示。 

    ③みんなの絵手紙年賀状展２０２６  



 
 

 

日本絵手紙協会による午年絵手紙年賀状約 900 点を展示。 

    ④関連イベント 

     「絵手紙教室」「クリスマスカードを作ろう!!」「ハンコ教室」その他。 

 

〔７〕東京アニメアワードフェスティバル２０２６ 

主  催：東京都アニメアワードフェスティバル実行委員会、 

一般社団法人日本動画協会 

共  催：東京都 

特別協賛：豊島区 

協  力：アニメーション美術家連盟、CG-ARTS、日本アニメーター・演出協会 

     日本音声製作者連盟、日本脚本家連盟、日本アニメーション協会 

後  援：日本漫画家協会、国際交流基金、文化庁、日本アニメーション学会、 

日本映像学会、ジェトロ、ユニジャパン 

会  場：（東京・池袋） としま区民センター、WACCA 池袋、池袋の映画館５館、

オトメイトスクエア 他  

開催日程：2026 年 3 月 13 日（金）～16 日（月）／授賞式：2026 年 3 月 16 日（月） 

内  容：新たな人材を発掘・育成、アニメーション文化と産業の振興に寄与する 

ことを目的とし、『東京がアニメーションのハブになる』を合い言葉 

に、高いクオリティとオリジナリティに富む世界中の作品を東京で上映 

し、世界中のアニメーションを愛する人々との交流を図り、クリエータ 

ーや観客に刺激と感動を提供し、そしてその感動や刺激を糧にアニメー 

ションの新たな波を東京から世界へ発信する。 

 
〔８〕起き上がりこぼしプロジェクト 

主  催：起き上がりこぼしプロジェクト 

     （A association of Kenzo TAKADA） 

協  力：日本漫画家協会 他 

内  容：福島の民芸品の起き上がりこぼしに絵付けをしていただき、震災や自然 

災害の復興祈念、様々な困難を乗り越える象徴として、展示を行う。最終 

的には福島県へ寄贈の予定。ウクライナの戦争終息を祈り「平和のための

起き上がりこぼし」を募集し、海外での展示を企画進行中。 

     https://www.facebook.com/OkiagariKoboshiProject 

 
２．漫画創作活動の奨励に関する事業（公益目的事業１） 



 
 

 

 

〔１〕第５４回日本漫画家協会賞 

主  催：日本漫画家協会 

目  的：漫画文化の普及と日本漫画界の向上発展をはかる目的のもとに 

   優秀作品を顕彰する。 

募集期間：2024 年 11 月 26 日（火）〜2025 年 1 月 10 日（金） 

選 考 日：2025 年 4 月 9 日（水） 

選考場所：日本漫画家協会・オンライン 

表 彰 日：2025 年 6 月 20 日（金） 

表彰場所：帝国ホテル 東京 孔雀西の間 

選考委員会：（委員長）里中満智子 

      （委 員）阿部ゆたか 木村直巳 篠原ユキオ 武田一義 永野のりこ 

          ねもと章子 みさき絵美 三田紀房 山内康裕 山根青鬼 

受賞者： 

【大賞】 

■コミック部門「ツレ猫 マルルとハチ」 園田ゆり 

■カーツーン部門「10 人の博士の夏休み」 山口マサル 

■萬画部門「星旅少年 Planetarium ghost travel」 坂月さかな 

【まんが王国とっとり賞】 

「ブスなんて言わないで」 とあるアラ子 

【まんが王国・土佐賞】 

「羆撃ちのサムライ」 本庄敬／井原忠政 

【文部科学大臣賞】 

「楳図かずお 全作品」 楳図かずお 

 

〔２〕第３４回全国高等学校漫画選手権大会（まんが甲子園） 

（令和 7 年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業） 

主  催：高知県、まんが王国・土佐推進協議会 

共  催：高知県高等学校文化連盟 

協  賛：日本漫画家協会、三菱電機、全日本空輸 他 

協  力：高知市文化振興事業団 横山隆一記念まんが館 

やなせたかし記念アンパンマンミュージアム振興財団 他 

後  援：高知市、全国都道府県教育長協議会、全国高等学校長協会 他 

募集期間：2025 年 4 月 4 日（金）～6 月 5 日（木） 

予選審査会：2025 年 6 月 13 日（金） 



 
 

 

本選大会：2025 年 8 月 2 日（土）・3 日（日） 

実施場所：高知市文化プラザかるぽーと 他       

内  容：全国の高等学校へ予選テーマに沿ったまんが作品を募集、 

       予選審査で選抜された高校を本選大会に招待して、第 1 試合・第 2 試合

を行い、最優秀校を決定。あた、各出版社の編集者によるスカウトも行

われ、閉会式でスカウトしたい生徒が発表される。 

審査委員：（審査委員長） 山根青鬼 

（審査員）くさか里樹 Moo.念平 ひのもとめぐる えすとえむ  

ちさと 岩神よしひろ 

（ゲスト審査員）ウラモトユウコ 鈴ノ木ユウ 

各賞受賞校： 

1 位  該当なし 

2 位  栃木県 栃木県立矢板東高等学校（W 受賞） 

3 位  宮城県 東北生活文化大高等学校 

審査員長賞：愛媛県 愛媛県立西条高等学校 

まんが王国・土佐推進協議会会長賞：韓国 ソウルウェブトゥーンアニメーション

高等学校 

・三菱電機賞：高知県 高知市立高知商業高等学校 

・全日空賞：栃木県 栃木県立矢板東高等学校（W 受賞） 

・高知県市町村振興協会賞：栃木県 栃木県立宇都宮東高等学校 

・高知県高等学校文化連盟会長賞：京都府 京都精華学園高等学校 

・協同組合帯屋町筋「帯屋町賞」：大阪府 金光八尾中学校高等学校 

・やなせたかし賞：新潟県 大彦学園  開志学園高等学校 

・ウラモトユウ ゲスト審査員賞：千葉県 渋谷教育学園 幕張高等学校 

・鈴ノ木ユウ ゲスト審査員賞：韓国 韓国創意芸術高校 

・ebookjapan 賞：広島県 呉武田学園 武田高等学校 

 

〔３〕「第２１回まんがの日記念・４コマまんが大賞」 

 主 催：高知市 横山隆一記念まんが館  

主 管：高知市文化振興事業団  

協 力：日本漫画家協会、やなせスタジオ  

募集期間：2025 年 4 月 8 日（火）〜9 月 5 日（金）  

発 表：2025 年 10 月 22 日（水） 

 内 容： 今年は「AI」や「米」「宇宙」をテーマにした作品が多く、45 の都道 府県

と、台湾、オーストラリアから 1770 点が集まった。 



 
 

 

 入賞作品：  

【一般部門】 

・フクちゃん大賞「ええアイデア」 中川 桂  

・高知市長賞「侵略者」 村岡正浩  

・やなせうさぎ賞「UFO」 二階堂正宏  

・よさこい賞「一致団血」 岡林晃史 

・よさこい賞「思いやり」 P.N.せらなるみ  

・よさこい賞「ＰＯＫＥＲ」 富盛敏秀  

【ジュニア部門】 

・フクちゃん大賞「ぼくのお母さん」 P.N.大本しき  

・高知市長賞「ごみ拾いじゃないごみ拾い」 阿部杏樹 

・やなせうさぎ賞「わすれもの」 P.N.花丸 

・よさこい賞「かわいい」 杉下 綸 

・よさこい賞「１円玉」 P.N.すし丸 

・よさこい賞「ガラス越しの大きな人」 古田貴章  

※受賞作品と一次審査通過作品等は 11 月 29 日から開催の「第 21 回まんがの

日記念・ 4 コマまんが大賞作品展」にて展示を行い、29 日 14 時から受賞者表彰

式を実施。 

 

〔４〕Big Eggs 2025 

 主 催：札幌マンガ・アニメ＆声優専門学校  

協 力：日本漫画家協会、日本漫画家協会北海道ブロック、マンガジャパン、 北海

道芸術高等学校  

開催場所：札幌マンガ・アニメ＆声優専門学校校舎内 

開催期間：2025 年 11 月 2 日（日）～4 日（火）  

内 容： 2009 年に「北海道からマンガ・声優・アニメのプロを輩出する！」と い

う目的のもとに立ち上がったイベント。集英社・小学館などの有名マ ン

ガ編集部が参加し、プロマンガ家デビューに直結するチャンスあり！ 今

回も以下のような成果を残すことができた。  

・「こちら北海道マンガ編集部」（マンガ部門）にマンガ出版社 44 誌が 参

加、2 日間で 12 人以上の「担当付き」を輩出。 

 ・「こちら北海道イラスト部」（イラスト部門）のイラストレーター等の発掘

も 6 社の企業が参加、今後の就職等の応募へ繋げられた。 

 ・「BIGEGGS VARIA」（声優部門）ではプロダクション 10 社が参加、 22 

名以上が声優オーディションに合格。 



 
 

 

 

〔５〕第１０回北のまんが大賞  

主  催：北海道、札幌市  

協  力：北海道 MANGA 交流会、エアーダイブ、三省堂書店 他  

後  援：日本漫画家協会、北海道新聞社、各出版社漫画編集部 他  

募集期間：2025 年 6 月 26 日（木）～10 月 27 日（月）  

内  容：北海道を素材にしたオリジナル作品の募集。  

ストーリー漫画、四コマ漫画の各部門を設定。優秀作品を表彰する。  

結果発表：2026 年 2 月 20 日（金）、受賞作品（まんが部門・イラスト部門）の 

     受賞作品発表。 

     https://www.akarenga-h.jp/manga/contest/vol-10/result/ 

審査員：（漫画家） 

いがらし ゆみこ／いがらし なおみ／中山 昌亮／ 

渡辺 カナ/鴨 修平 

 

３．漫画文化の国際交流に関する事業（公益目的事業１） 
 
〔１〕第１９回日本国際漫画賞  

主  催：第１９回日本国際漫画賞実行委員会  

協  力：日本漫画家協会 他  

募集期間：2025 年 4 月 17 日（木）～6月 30 日（月）  

内  容：海外への漫画文化の普及と漫画を通じた国際文化交流に貢献した      

漫画作家を顕彰。日本の漫画家との意見交換や出版社訪問、地方視察 

等を行う。  

審査委員会：里中満智子（委員長） 

森川ジョージ 

一本木 蛮 

岸本憲治（元漫画雑誌編集長） 

堀 靖樹（元漫画雑誌編集長） 

結果発表：2025 年 12 月 24 日（水） 

 

＜最優秀賞＞ 

作品名：Winged【風来烏と籠入り娘】 

作者：Laica Chrose（黒瀬來華）（ブラジル連邦共和国） 

＜優秀賞＞ 



 
 

 

作品名：Quarter Life Crisis【クオーター・ライフ・クライシス】 

作者：Meeda（サウジアラビア王国） 

作品名：Boቷng Boቷng Bang Bang【ボンボンバンバン－儀式】 

作者：Lương Minh Quang / Lang Huynh（ベトナム社会主義共和国） 

原作者：Vũ Đình Lân（ベトナム社会主義共和国） 

作品名：Mararum：山間料理人【アミ族の台所】 

作者：南南日（台湾） 

原作者：好旅文創 GoodTrip Creative（台湾） 

＜奨励賞＞ 

作品名：黎明前的回聲【夜明け前の呼び声】 

作者：狼七（Lang-Chi）（台湾） 

 

授賞式＆レセプション： 2026 年 3 月 4 日（水）／外務省 飯倉公館  

     

４．漫画に関する調査研究に関する事業（公益目的事業１） 
 

〔１〕会員研究者による漫画の研究報告。会報に掲載。 

・昭和の漫画とその周辺 

・風刺漫画 

・漫画史 

・海外の漫画研究 

 

〔２〕アーカイブ事業 

 内  容：昨年の創立 60 周年を機に、改めて当協会独自のアーカイブ事業実施を 

      検討中。その前段階として、書庫・倉庫整理作業を実施し、貴重な資料 

の一部選別及び保管作業を遂行した。今年度はかつて当協会が社団法人

だった頃の主催事業である「マンガ博覧会’83」に出品された約 190 作

品について作品リスト作成及びデジタルアーカイブ化を実施。 

さらに作品のテーマ・内容等がすでに出品時から 40 年超経過している

こともあり、今後の利活用が困難であると判断。各作品の著作権者・著

作権継承者に連絡を行い、最新連絡先の確認を行うとともに、すでに協

会を退会または本人物故により連絡先が不明なものを除き、全作品の約

8 割程度の作品を著作権者・著作権継承者に返却を行った。 

 



 
 

 

５．会報その他出版物の発行に関する事業（公益目的事業１） 
 

〔１〕会報の発行 

265 号（2025 年 6 月 15 日発行） 266 号（2025 年 9 月 15 日発行） 

267 号（2025 年 12 月 15 日発行） 268 号（2026 年 3 月 15 日発行） 

 

〔２〕ホームページ上での情報の発信 

内 容：協会関連ニュース、展示会・コンテスト・セミナーその他イベントならび 

    に声明文等の情報発信を行う。 

 

６．漫画の普及、擁護のための著作権等管理事業（公益目的事業２） 
 
〔１〕著作権等管理事業 

 内 容：著作物の円滑な利用の推進のため、日本漫画家協会で行う管理事業。 

当協会は、管理を希望する著作権者より著作権の管理を委任され、使用料 

規程に基づいて、第三者に著作物の利用を許諾する。当協会が管理委託さ 

れた著作物に関しては、第三者より利用申し込みを受けた場合、原則とし 

て当協会の許諾により当該第三者は著作物利用ができる。 

      

〔２〕授業目的公衆送信補償金事業 

内 容：（一社）授業目的公衆送信補償金等管理協会（SARTRAS）が主体となって 

著作者、実演家、レコード製作者、放送事業者及び有線放送事業者の権利を

有する者（以下「権利者」という。）のために、授業目的公衆送信補償金を

受ける権利又は複製権等の許諾権を行使し権利者に分配することによって、

教育分野の著作物等の利用の円滑化を図るとともに、あわせて著作権及び

著作隣接権の保護に関する事業を行う。SARTRAS を構成する各権利者団

体より、権利者へ補償金の分配を行う。漫画分野については、分配業務受託

団体である当協会が分配を行う。 

 

〔３〕図書館等公衆送信補償金事業 

内 容：2021 年 6 月に図書館関係の権利制限規定の見直しを含む「著作権法の一部

を改正する法律案」が公布され、国立国会図書館や公共図書館、大学図書

館等が、権利者保護のための厳格な要件の下で、利用者の調査研究の用に

供するため、図書館等資料を用いて、著作物の一部分（政令で定める場合

には全部）をメール等で送信することができるよう法改正がなされた



 
 

 

（2023 年 6 月施行）。それに伴い、送信された著作物の著作権者には補償

金（図書館等公衆送信補償金）が支払われることとなった。2022 年 11 月

には図書館等公衆送信補償金を受ける権利を有する者のためにその権利を

行使することを目的とする団体として（一社）図書館等公衆送信補償金管

理協会（SARLIB）が文化庁長官の指定を受け、当協会は SARLIB 設立時

に同団体の構成員となる。当該補償金が発生した場合は SARLIB から当協

会を通じて漫画の著作権者に分配されることとなる。 

 

〔４〕日本複製権センターを通じての企業・団体等内における著作物の複製等の利用

許諾、ならびに同利用許諾に係る使用料の受領、分配に関する事業 

内 容：当協会は、言語等の著作物の著作権者から権利行使の委託を受け、企業・

団体等の利用者に利用の許諾を行う著作権の集中管理を業務とする（公社）

日本複製権センター（JRRC）の会員である著作者団体連合（著団連）の構

成員であり、2020 年に JRRC と管理委託契約を締結。JRRC における企

業・団体等内における著作物複製実態調査は 2017 年を最後にコロナ禍の

影響により中断されていたが、2023 年に再開。以降、年 1 回、当該調査が

実施され、複製使用料が著団連を通じて当協会にも分配される。 

 

〔５〕海外著作権関係補償金等分配支援機構を通じての国内の補償金分配等に関す 

   る事業 

内  容：海外の複製権等管理機構（海外 RRO）が徴収した日本の著作物に係る 

      使用料及び補償金の国内権利者団体への分配ならびに SARTRAS が徴収し

た授業目的公衆送信補償金の海外権利者への分配を目的として、2023 年

度に日本複製権センター（JRRC）、学術著作権協会（JAC）、新聞著作権協

議会（CCNP）及び日本著作者団体連合（＝著団連。当協会が加盟）によ

り、（一社）海外著作権関係補償金等分配支援機構（JSARRD）が設立され

た。これに伴い、当協会は漫画に係る授業目的公衆送信補償金等の海外

権利者への分配業務を JSARRD に委託予定であり、また近い将来、海外

RRO からの著作権使用料徴収も期待される。 

 

７．その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

〔１〕能登半島地震被災地支援チャリティー 

 主  催：日本漫画家協会 

 実施期間：2025 年 4 月～6 月（前年度より継続） 



 
 

 

 内  容：2024 年 1 月に発生した能登半島地震。被災地の一日も早い復興の思い 

      を込めた色紙を漫画家に描き下ろしていただき、Yahoo！でチャリティ 

      ―オークションを実施。過去最大規模となる総勢 205 名、278 枚の色

紙が出品され、落札価格からヤフーの手数料及び経費を差し引いた、 

123,512,983 円を「石川県能登半島地震災害義援金窓口」へ寄付。

2025 年 7 月 11 日に森川ジョージ常務理事及び永井豪理事が石川県知

事を表敬訪問。 

 

 

【運営体制の充実をはかるための自主的な取組等】 
 

〔１〕外部理事選任について 

   従前より外部監事は存在するため、前年度（2024 年度）より外部理事を選任

するべく理事会での協議及び承認を経て、第 12 回通常総会（2025 年 6 月 20

日実施）において以下の 2 名を外部理事に選任した。 

   ・松谷孝征（株式会社手塚プロダクション代表取締役社長） 

    手塚治虫の原作管理ならびにアニメーション版権管理及び制作を行う法人 

    の代表者として、漫画・アニメ双方に精通するという観点で選任。 

   ・中村公彦（コミティア実行委員会 会長） 

    プロ・アマを問わない作家たちが自主制作した作品を発表・販売する「自主

制作漫画誌展示即売会」である「コミティア」の創立メンバーであり、約 40

年にわたり代表を務めた。「創作（オリジナル）」のジャンルに限定した同人

誌即売会であり、プロ漫画家を多数輩出してきた場の運営者としての知見・

経験を取り入れるという観点で選任。 

 

〔２〕内部規範の整備について 

   時代の変化及び法改正等に対応するため、規程等の再整備を実施している。 

   ・法改正対応及び高年齢者の積極的な利活用のため、理事会で「就業規則」の

改定につき、審議の前に協議・検討を行い、改定内容も確定したため、次年

度当初の理事会で審議を行う予定である。 

   ・今般の公益法人制度改革により「公益充実資金」が新設されたことに伴い、 

    公益法人としての財務規律の透明性向上のため、理事会決議により「公益充

実資金等取扱規程」を制定した（2026 年 3 月 10 日施行）。 

 

〔３〕不祥事の予防・発見・事後対応の仕組みについて 



 
 

 

   ・理事の利益相反取引については、事務局で初期チェックを行った上で、取引

実施事前の理事会においてその重要な事実を開示し、承認を受けている。ま

た当該取引実施後も事務局で初期チェックを行った上で、原則として取引実

施後直近の理事会においてその重要な事実を報告している。 

・以前はスポット的に業務を委託していた社会保険労務士と 2026 年 2 月に顧

問契約を締結し、ハラスメント予防や助言指導、及び人事労務関係の規程再

整備等に恒常的に対応できるようにした。 

 

〔４〕理事会における具体的取組について 

   ・近年、平均して 2 カ月に 1 度、理事会を実施しており、ガバナンス強化の観

点からも以前より審議の漏れ・ミス・ダブリを最小化し、また理事間の情報

共有の密度を高めている。 

   ・特に専門性または緊急性の高い審議事項については、理事長・常務理事（＝

業務執行理事）グループによる事前検討を行い、方向性を定め、解像度を高

めた上で改めて理事会に諮るなど、理事会審議の精緻化・スピード化を遂行

している。 

 

〔５〕インパクト測定・マネジメントについて 

   協会の主催事業である「日本漫画家協会賞」については事業改善に向けて以 

下の取組等を行っている。 

   ・応募作品数など定量的な測定ができるものについては毎年データを集計し、

応募作品数を少しでも増やすための方策（募集方法・募集時期・募集ツール

等）を都度、検討している。 

   ・定性面については、協会賞の選考委員（本選考・予備選考）ならびに贈賞式

出席会員、贈賞式関係スタッフ等に事後ヒアリングを行い、改善に努めてい

る。 

 

（以上） 


